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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取り込んだ画像を表示部内の画像表示領域に順次表示する画像表示手段と、
　前記画像表示手段に現に表示された画像の時刻に相関する時刻情報を表示する時刻表示
手段と、
　前記画像表示手段に順次表示される画像の停止を指示する停止指示手段と、
　前記時刻表示手段に表示される時刻情報のうちの所望の時刻情報を選択指示する選択指
示手段と、
　前記停止指示手段による停止の指示をもとに順次表示されている前記画像の停止を行な
って該画像の静止画像を表示するとともに、前記選択指示手段による選択指示があった場
合、前記選択指示された時刻情報に対応する画像の静止画像を前記画像表示手段に表示さ
せる制御を行う表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、経時的に前記画像を前記画像表示手段に順次表示させることを特
徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記時刻情報は、前記画像表示手段に順次表示される前記画像の指標となる情報からな
ることを特徴とする請求項１または２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
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　前記画像の指標となる情報は、時計の文字盤状に配列された前記画像の枚数または順番
を示す情報と、前記画像表示手段に現に表示された画像に対応した前記枚数または順番を
指し示す指針の情報とからなることを特徴とする請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記画像の指標となる情報は、前記時刻表示手段の縦方向または横方向に配列された前
記画像の枚数または順番を示す情報と、前記画像表示手段に現に表示された画像に対応し
た前記枚数または順番を指し示す指針の情報とからなることを特徴とする請求項３に記載
の画像表示装置。
【請求項６】
　前記画像表示手段の画像停止を遠隔操作によって指示する遠隔操作手段を備えることを
特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、前記停止指示手段による停止の指示があった場合、該停止の指示
時刻よりも所定時間前の時刻情報に対応する画像を静止画像として前記画像表示手段に表
示させることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記所定時間前の時刻情報に対応する画像は、予め設定された画像の戻り枚数分前の画
像であることを特徴とする請求項７に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示される画像とともに、画像の時刻およびこの時刻と相関する時刻情報を
表示部に表示する画像表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野では、撮像機能と無線通信機能とが装備されたカプセル型内視鏡が
登場している。このカプセル型内視鏡は、観察（検査）のために被検体である被検者の口
から飲み込まれた後、被検者の生体から自然排出されるまでの観察期間、たとえば胃、小
腸などの臓器の内部（体腔内）をその蠕動運動に伴って移動し、撮像機能を用いて所定の
撮像レートで順次撮像する構成を有する。
【０００３】
　また、これら臓器内を移動するこの観察期間、カプセル型内視鏡によって体腔内で撮像
された画像データは、順次無線通信などの無線通信機能により、被検体の外部に送信され
、外部の受信装置内に設けられたメモリに蓄積される。被検者がこの無線通信機能とメモ
リ機能を備えた受信装置を携帯することにより、被検者は、カプセル型内視鏡を飲み込ん
だ後、排出されるまでの観察期間であっても、不自由を被ることなく自由に行動が可能に
なる。観察後は、医者もしくは看護士によって、受信装置のメモリに蓄積された画像デー
タに基づいて、体腔内の画像をディスプレイなどの表示手段に表示させて診断を行うこと
ができる（特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年では、ワークステーションなどの画像表示装置のディスプレイに体腔内
の画像を表示させることがあり、この際には専属のオペレータがこのワークステーション
を操作して、複数の医師がディスプレイに表示された画像をチェックして、カンファレン
スを行う場合がある。そして、医師の指示に基づいて、オペレータが表示画像を停止させ
て静止画像を表示させたり、または表示画像を所定レートで順次表示させる動画表示を行
ったりする画像表示の操作を行う。ところが、この画像の動画表示のレートは、たとえば
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秒１０フレーム程度であるので、医師が停止指示を与えてから、実際にオペレータがその
指示を聞いて、表示されている画像を停止させるまでには、時間差が生じてしまう。この
ため、その間にディスプレイに表示される画像が進んでしまい、指示が与えられた所望の
画像を、的確に停止表示させることができないという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであって、本来の停止指示が与えられた所望
の画像を停止させ、表示部に該画像の静止画像を表示することが可能になる画像表示装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる画像表示装置は、取り
込んだ画像を表示部に表示する画像表示装置において、取り込んだ画像を表示部内の画像
表示領域に順次表示する画像表示手段と、前記画像表示手段に現に表示された画像の時刻
に相関する時刻情報を表示する時刻表示手段と、前記画像表示手段に順次表示される画像
の停止を指示する停止指示手段と、前記時刻表示手段に表示される時刻情報のうちの所望
の時刻情報を選択指示する選択指示手段と、前記停止指示手段による停止の指示をもとに
順次表示されている前記画像の停止を行なって該画像の静止画像を表示するとともに、前
記選択指示手段による選択指示があった場合、前記選択指示された時刻情報に対応する画
像の静止画像を前記画像表示手段に表示させる制御を行う表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、取り込んだ画像を表示部内の画像表示領域に表
示する画像表示手段と、前記画像表示手段に順次表示される画像の停止を指示する停止指
示手段と、前記停止指示手段による停止の指示があった場合、該停止時刻よりも所定時間
前の時刻情報に対応する画像の静止画像を前記画像表示手段に表示させる制御を行う表示
制御手段と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記発明において、前記表示制御手段は、経時
的に前記画像を前記画像表示手段に順次表示させることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記発明において、前記時刻情報は、前記画像
表示手段に順次表示される前記画像の指標となる情報からなることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記発明において、前記画像の指標となる情報
は、時計の文字盤状に配列された前記画像の枚数または順番を示す情報と、前記画像表示
手段に現に表示された画像に対応した前記枚数または順番を指し示す指針の情報とからな
ることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記発明において、前記画像の指標となる情報
は、時刻表示手段の縦方向または横方向に配列された前記画像の枚数または順番を示す情
報と、前記画像表示手段に現に表示された画像に対応した前記枚数または順番を指し示す
指針の情報とからなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明にかかる画像表示装置は、表示制御手段が表示部に表示される画像の時刻および
前記時刻と相関する時刻情報を、画像表示領域に表示させるとともに、停止指示手段の停
止指示に基づいて、前記画像表示領域に表示されている画像の停止表示を行わせ、さらに
選択指示手段での所定時刻情報の選択指示に基づいて、前記画像表示領域への画像表示を
前記選択指示された画像に変更させることで、本来の停止指示が与えられた所望の画像を
停止させ、表示部に該画像の静止画像を表示することが可能になるという効果を奏する。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に、本発明にかかる画像表示装置の実施の形態を図１～図１１の図面に基づいて詳
細に説明する。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲で種々の変更実施の形態が可能である。
【００１５】
（実施の形態１）
　図１は、本発明にかかる被検体内情報取得システムの構成概念を示すシステム概念図で
ある。図１において、この被検体内情報取得システムは、被検体１の外部に配置され、受
信機能を有する受信装置２と、被検体１の体腔内に導入され、体腔内画像を撮像して受信
装置２に対してデータ送信を行う飲み込み型のカプセル型内視鏡３とを備えている。また
、被検体内情報取得システムは、受信装置２が受信したデータに基づいて体腔内画像の表
示を行う画像表示装置４と、受信装置２と画像表示装置４間でデータの受け渡しを行うた
めの携帯型記録媒体５とを備えている。なお、受信装置２は、被検体１によって着用され
る受信ジャケット２ａと、受信ジャケット２ａを介して受信される無線信号の処理などを
行う外部装置２ｂとを備える。
【００１６】
　画像表示装置４は、カプセル型内視鏡３によって撮像された体腔内画像を表示するため
のものであり、携帯型記録媒体５によって得られるデータに基づいて画像表示を行うワー
クステーションなどのような構成を有する。具体的には、画像表示装置４は、ＣＲＴディ
スプレイ、液晶ディスプレイなどによって、カプセル型内視鏡３が撮像した複数の静止画
像を直接表示するように構成される。
【００１７】
　携帯型記録媒体５は、外部装置２ｂおよび画像表示装置４にも接続可能であって、両者
に対して挿入されて、接続された時に情報の出力または記録が可能な構造を有する。この
実施の形態では、携帯型記録媒体５は、カプセル型内視鏡３が被検体１の体腔内を移動し
ている間は、外部装置２ｂに挿入されてカプセル型内視鏡３から送信されるデータを記録
する。次に、カプセル型内視鏡３が被検体１から排出された後、つまり、被検体１の内部
の撮像が終了した後には、外部装置２ｂから取り出されて画像表示装置４に挿入され、こ
の画像表示装置４によって、画像表示装置４に記録されたデータが読み出される構成を有
する。たとえば、この携帯型記録媒体５は、コンパクトフラッシュ（登録商標）メモリな
どから構成され、外部装置２ｂと画像表示装置４とのデータの入出力を、携帯型記録媒体
５を介して間接的に行うことができ、外部装置２ｂと画像表示装置４との間が有線で直接
接続された場合と異なり、被検体１が体腔内の撮影中に自由に動作することが可能となる
。
【００１８】
　次に、図２のブロック図を用いて画像表示装置４の構成を説明する。図２において、画
像表示装置４は、入力部２０と、記憶部３０と、表示部４０と、制御部５０とを備える。
【００１９】
　入力部２０は、キーボードやマウスなどのポインティングデバイスなどによって実現さ
れ、画像表示装置４の動作指示および画像表示装置４が行う処理の指示情報を入力し、各
指示情報を制御部５０に送出している。入力部２０は、表示部４０の画像表示領域に表示
された画像の中から所望の画像を選択する選択情報を入力する。たとえば、入力部２０の
マウスを操作し、画面上に表示されたカーソルを、画像表示領域に表示された画像上に移
動させて、所望の画像に対してボタンをクリックした場合、入力部２０は、この画像を選
択する選択情報を入力する。
【００２０】
　たとえば、入力部２０のマウスを操作し、画面上のカーソルを体腔内画像上に移動させ
た状態でマウスの左ボタンがダブルクリックされた場合に、入力部２０は、所望の体腔内
画像の縮小表示（サムネイル表示）を指示する指示情報を入力する。また、入力部２０の
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マウスを操作し、画面上のカーソルを画像再生ボタン上に移動させた状態でマウスの左ボ
タンがクリックされた場合に、体腔内画像の再生を指示する指示情報を入力する。また、
停止指示手段としての入力部２０のマウスを操作し、画面上のカーソルを停止ボタン上に
移動させた状態でマウスの左ボタンがクリックされた場合に、体腔内画像の停止表示を指
示する指示情報を入力する。また、選択指示手段としての入力部２０のマウスを操作し、
画面上のカーソルを時刻情報上に移動された状態でマウスの左ボタンがクリックされた場
合に、体腔内画像の表示変更を指示する選択指示情報を入力する。
【００２１】
　記憶部３０は、たとえばハードディスク装置などによって実現され、各種画像などを保
持する。たとえば、記憶部３０は、フォルダＦ１とフォルダＦ２とを有し、フォルダＦ１
内には、カプセル型内視鏡３によって撮像された画像群Ｐａが格納される。フォルダＦ１
に格納された画像群Ｐａには、画像ごとに、受信装置２における画像データの受信順にし
たがってフレーム番号と時間が付与されている。また、フォルダＦ２内には、画像群Ｐａ
の各フレーム番号と、入力部２０によって選択指示された体腔内画像を示すためのフラグ
とが対応付けられて記憶されている。なお、体腔内画像のフレーム番号は、撮像順に１か
らＮ（Ｎは任意の正数）まで順番に番号が付されており、選択指示された体腔内画像のフ
レーム番号には、フラグ“１”が立っている。
【００２２】
　表示部４０は、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレイなどによって実現され、入力部
２０の指示情報あるいは指示結果などを表示する。表示部４０は、記憶部３０のフォルダ
Ｆ１に格納された画像群Ｐａにおける体腔内画像、指示情報によって指示された縮小画像
（サムネイル画像）などが表示される画像表示領域を有する。すなわち、表示部４０は、
図３の表示画面の一例に示すように、表示画面に画像表示領域（ウィンドウ）Ｗが表示さ
れる。このウィンドウＷには、大きくは、体腔内画像を表示する体腔内画像表示領域Ａ１
、サムネイル画像を表示するサムネイル画像表示領域Ａ２、検査ＩＤや患者ＩＤなどの識
別情報を表示する識別情報表示領域Ａ３が設けられている。サムネイル画像表示領域Ａ２
は、体腔内画像表示領域Ａ１の下方の領域に、識別情報表示領域Ａ３は、体腔内画像表示
領域Ａ１の向かって左側の領域に設けられ、体腔内画像表示領域Ａ１とサムネイル画像表
示領域Ａ２との間には、再生ボタン４１などの動画表示制御ボタン群とタイムバー４２と
がそれぞれ設けられている。
【００２３】
　この表示部４０は、図２に示すように、画像表示手段としての画像表示部４０ａと、時
刻表示手段としての時刻表示部４０ｂとを有する。画像表示部４０ａは、体腔内画フォル
ダＦ１に格納された画像群Ｐａにおける体腔内画像Ｐｂを、所望の再生フレームレート（
画像を再生するための表示レート）で順次表示する。また、時刻表示部４０ｂは、画像の
時刻に相関する時刻情報Ｐｃを、時計形状に配列して表示する。この時刻情報Ｐｃは、図
３に示すように、たとえば枚数または順番に相当し、時計の文字盤状に表示される画像群
Ｐａのフレーム番号Ｐｃ１と、現に画像表示部４０ａに表示されている体腔内画像に対応
した上記フレーム番号を指し示す指針Ｐｃ２とを有する。なお、フレーム番号Ｐｃ１は、
この実施の形態では、偶数番号のみ表示しているが、奇数番号と偶数番号の両方、または
奇数番号のみの表示でもよい。
【００２４】
　また、再生ボタン４１は、入力部２０のマウスを操作し、画面上のカーソルを移動させ
て、たとえば右クリックされると、図４に示すように、表示制御部５２の表示制御によっ
て停止ボタン４３に表示が切り替わるとともに、体腔内画像Ｐｂが画像表示部４０ａに順
次表示され、かつ時刻情報Ｐｃの指針Ｐｃ２が時計方向に回って、画像表示部４０ａに表
示される体腔内画像Ｐｂのフレーム番号Ｐｃ１を指し示す。また、逆再生の場合には、指
針Ｐｃ２が反時計方向に回る。
【００２５】
　また、停止ボタン４３がたとえば右クリックされると、図３に示すように、再生ボタン
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４１に表示が切り替わるとともに、停止指示時の体腔内画像Ｐｂの静止画像が画像表示部
４０ａに表示され、かつ時刻情報Ｐｃの指針Ｐｃ２が画像表示部４０ａに表示される体腔
内画像Ｐｂのフレーム番号を指し示し、停止して表示される。すなわち、再生ボタン４１
と停止ボタン４３は、互いに切り替わってトグル表示されることとなる。
【００２６】
　タイムバー４２は、被検体内の体腔内画像の撮像時間を示すもので、この実施の形態で
は、１０時間の撮像時間を想定している。このタイムバー４２と選択されてサムネイル画
像表示領域Ａ２に表示されているサムネイル画像とは、体腔内画像Ｐｂに付与された時間
情報によって互いにリンクされている。
【００２７】
　制御部５０は、入力部２０、記憶部３０、表示部４０の各処理または動作を制御する。
制御部５０は、画像処理部５１と、表示制御手段としての表示制御部５２と、画像抽出部
５３とを備える。画像処理部５１は、画像群Ｐａに含まれる画像などを処理するとともに
、画像群Ｐａの各画像のフレーム番号と、フラグとを対応付けたテーブルＴａを生成する
。また、画像処理部５１は、このテーブルＴａに、入力部２０からの指示情報に基づく、
画像のフレーム番号にサムネイル画像である旨を示すフラグを付与して出力する。たとえ
ば、フラグ“１”はサムネイル画像であることを示し、フラグ“０”は、サムネイル画像
でないことを示す。
【００２８】
　表示制御手段としての表示制御部５２は、表示部４０における表示処理を制御する機能
を有する。表示制御部５２は、フォルダＦ１に格納された画像群ＰａおよびフォルダＦ２
に格納されたテーブルＴａの情報をもとに、表示部４０に対して、画像表示部４０ａに画
像群Ｐａにおける体腔内画像を、フレーム番号順にしたがって表示させる。また、表示制
御部５２は、入力部２０からの停止指示に基づき、画像表示部４０ａに順次表示される体
腔内画像の停止表示を行う。さらに、表示制御部５２は、画像群Ｐａのフレーム番号をも
とに、表示部４０に対して、時刻表示部４０ｂに時刻情報Ｐｃを表示させる。
【００２９】
　画像抽出部５３は、入力部２０からの指示情報に基づき、フォルダＦ１に格納された画
像群Ｐａの中から指示された体腔内画像を抽出する。そして、表示制御部５２は、画像抽
出部５３によって画像群Ｐａの中から抽出された体腔内画像における縮小画像であるサム
ネイル画像を、サムネイル画像表示領域Ａ２にフレーム番号順にしたがって表示させる。
また、画像抽出部５３は、入力部２０からの選択指示情報に基づき、フォルダＦ１に格納
された画像群Ｐａの中から選択指示された体腔内画像を抽出する。そして、表示制御部５
２は、画像抽出部５３によって画像群Ｐａの中から抽出された体腔内画像を、画像表示部
４０ａに表示させる。
【００３０】
　次に、この実施の形態における画像表示の動作を図３、図４の図面を用いて説明する。
この実施の形態では、専属のオペレータが画像表示装置４を操作して、複数の医師が表示
部４０に表示された体腔内画像をチェックして、カンファレンスを行う場合を想定してい
る。
【００３１】
　まず、オペレータによって入力部２０のマウスを操作し、画面上のカーソルを図３に示
した再生ボタン４１上に移動させた状態でマウスの左ボタンがクリックされた場合に、入
力部２０は体腔内画像の再生を指示する再生指示情報を制御部５０に出力する。制御部５
０の表示制御部５２は、再生を指示する再生指示情報が入力すると、フォルダＦ１に格納
された画像群Ｐａをもとに、表示部４０に対して、画像表示部４０ａに画像群Ｐａにおけ
る体腔内画像を、フレーム番号順にしたがって所定の再生フレームレートで順次表示させ
る。また、表示制御部５２は、再生ボタン４１の表示を、図４に示す停止ボタン４３の表
示に変更する。
【００３２】
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　次に、医師から画像停止の指示がなされ、オペレータによって入力部２０のマウスを操
作し、画面上のカーソルを図４に示した停止ボタン４３上に移動させた状態でマウスの左
ボタンがクリックされた場合に、入力部２０は体腔内画像の停止を指示する停止指示情報
を制御部５０に出力する。表示制御部５２は、停止を指示する停止指示情報が入力すると
、画像表示部４０ａに表示した体腔内画像の停止を行なって、該画像の静止画像を表示す
る。なお、オペレータは、時刻情報Ｐｃを目視しており、医師からの停止指示があった時
の指針Ｐｃ２が示した所望の枚数表示を記憶しておく。
【００３３】
　ここで、たとえば停止時の表示が、図３に示すように６枚目の体腔内画像で、かつ停止
指示があった時点での表示が、２枚目の体腔内画像であった場合、オペレータによって入
力部２０のマウスを操作し、画面上のカーソルを時刻情報Ｐｃのフレーム番号Ｐｃ１の「
２」上に移動させた状態でマウスの左ボタンがクリックされた場合に、入力部２０は体腔
内画像の表示変更を指示する選択指示情報を制御部５０に出力する。画像抽出部５３は、
選択指示情報が入力すると、該当するフレーム番号「２」の画像を抽出し、表示制御部５
２は、この抽出された画像を画像表示部４０ａに表示させる。さらに、表示制御部５２は
、時刻情報Ｐｃの指針Ｐｃ２をフレーム番号Ｐｃ１の「２」を指し示す位置に表示させる
。
【００３４】
　次に、再び再生ボタン４３上にカーソルが移動した状態で、マウスの左ボタンがクリッ
クさせた場合には、表示制御部５２は、フォルダＦ１に格納された画像群Ｐａをもとに、
表示部４０に対して、画像表示部４０ａに画像群Ｐａにおける体腔内画像を、停止した位
置からフレーム番号順にしたがって順次表示させるとともに、時刻情報Ｐｃの指針Ｐｃ２
を該当するフレーム番号Ｐｃ１を指し示す位置に表示させる。
【００３５】
　このように、この実施の形態では、体腔内画像の表示に伴って、体腔内画像の枚数を示
す時刻情報を表示部に表示させ、医師などの画像の停止指示に基づいて停止した画像を、
この時刻情報をクリックして体腔内画像の表示変更を指示するので、表示制御部は本来の
停止指示が与えられた所望の画像を停止させ、表示部の画像表示部に該画像の静止画像を
表示させることが可能になる。
【００３６】
　なお、時刻情報は、実施の形態１のように時計形式の表示に限らず、たとえば図５の変
形例１に示すように、縦方向に１列に配列することも可能である。この場合には、再生を
スタートすると、画像表示部４０ａに画像群Ｐａにおける体腔内画像を、フレーム番号順
にしたがって所定の再生フレームレートで順次表示させるとともに、時刻情報の指針が下
に移動し、下端まで到ると上端に戻るように構成される。
【００３７】
　また、たとえば図６の変形例２に示すように、時刻情報を横方向に１列に配列すること
も可能である。この場合も、再生をスタートすると、画像表示部４０ａに画像群Ｐａにお
ける体腔内画像を、フレーム番号順にしたがって所定の再生フレームレートで順次表示さ
せるとともに、時刻情報の指針が左から右へ移動し、右端まで到ると左端に戻るように構
成される。このような構成により、図５、図６の変形例１，２でも、実施の形態１と同様
の効果を得ることができる。
【００３８】
　また、この実施の形態１では、画像の停止指示時に、オペレータが覚えておいた時刻情
報の枚数をクリックすることで体腔内画像の表示変更を行ったが、本発明はこれに限らな
い。たとえば、予め画像停止時に、停止指示が与えられた所望の画像の表示を自動的に行
うために、停止した画像から前に戻る画像の枚数を設定しておいて、停止ボタンがクリッ
クされた時の表示画像である静止画像を、この枚数分戻して表示させることで、表示制御
部は停止指示が与えられた所望の画像を画像表示部４０ａに静止画像として表示させるこ
とが可能になる。具体的には、図２に示した入力部２０からの停止指示情報に基づき、画
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像抽出部５３が停止時の画像から設定枚数分前の画像を、フォルダＦ１に記憶されている
画像群Ｐａの中から抽出し、表示制御部５２がこの抽出された画像を、表示部４０の画像
表示部４０ａに静止画像として表示させる構成とする。なお、予め設定する戻りの枚数は
、オペレータの反応の遅速状態に応じて任意に設定できるように構成することが好ましく
、時刻情報の表示は行なっても行わなくても良い。または、この戻りの枚数は、所定枚数
に固定設定しておき、時刻情報をクリックして微調整することで、画像の表示変更を指示
するように構成しても良い。
【００３９】
（実施の形態２）
　図７は、図２に示した表示部の表示画面の実施の形態２を示す図である。なお、以下の
実施の形態において、画像表示装置の概略構成は、図２のブロック図と同様の構成である
ので、必要に応じて図２を用いて説明する。
【００４０】
　図７において、この実施の形態では、オプションとして再生フレームレートなどの設定
変更が行える構成となっている。具体的には、体腔内画像表示領域Ａ１の上方に設けられ
たオプション（Ｏｐｔｉｏｎ）ボタン４６上にカーソルが移動した状態で、マウスの左ボ
タンがクリックさせた場合には、通常、表示制御部は、４４に示すオプションメニューを
表示するように設定されているが、このオプションメニューの情報を、予め縮小して体腔
内画像表示領域Ａ１の向って右側に縮小メニュー４５を表示させるように設定する。この
縮小メニューの内容は、たとえば画像を再生するための表示レートを設定するための再生
フレームレートと、画像などの構造強度を設定するための構造強度と、体腔内画像表示領
域に同時に表示する画像の枚数を設定するための同時表示枚数とからなっている。なお、
再生フレームレートの情報は、たとえばプルダウンメニュー４７のメニュー構成になって
いて、アップダウン用のタグ４７ａ上にカーソルを移動した状態で、マウスの左ボタンを
押下させた状態で、上方または下方にタグ４７ａを移動させた場合に、表示制御部５２は
、数字のレート表示を上方または下方に移動させて所望のレート表示を可能にする。オペ
レータは、この所望のレート表示がなされたところで、この所望のレート表示（数字）上
にカーソルを移動した状態で、マウスの左ボタンをクリックすると、所望の再生フレーム
レートに表示レートを設定することができる。
【００４１】
　また、縮小メニュー４５内のその他の設定項目は、その設定項目上にカーソルが移動し
た状態で、マウスの左ボタンがクリックされることで、設定がなされることとなる。なお
、たとえばメニューの設定項目のうち、再生フレームレートと同時表示枚数の設定は、表
示制御部５２で行い、構造強調の設定は、画像処理部５１で行う。
【００４２】
　このように、この実施の形態では、オプションで設定を行うためのオプションメニュー
を予め画面の画像表示や画像操作に影響を及ぼさない場所に表示することで、オプション
メニューを開くことなく、迅速に再生フレームレートなどのオプションの設定項目を変更
することができ、これによって画像のチェックおよび操作を迅速に行うことが可能となる
。
【００４３】
（実施の形態３）
　図８は、図２に示した表示部の表示画面の実施の形態３を示す図である。図８において
、この実施の形態では、体腔内画像の再生中に、表示制御部５２および画像抽出部５３の
制御によって、体腔内画像表示領域Ａ１内にサムネイル画像を表示する表示領域Ｐｄが表
示され、そこにサムネイル画像が向って右から左に順次表示されるように構成されている
。すなわち、表示領域Ｐｄにおけるサムネイル画像は、撮像時間のうちの撮像の早い順に
所定枚数の画像（実施の形態では８枚分のサムネイル画像）を向って左から右に表示され
ることとなる。このサムネイル画像の表示レートは、たとえば体腔内画像Ｐｂの再生フレ
ームレートと同一レートに設定しても良いし、異なる表示レートに設定しても良い。
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【００４４】
　また、この実施の形態では、停止させたいところのサムネイル画像をクリックすると、
画像表示部４０ａに表示される体腔内画像Ｐｂが、そのサムネイル画像に対応した体腔内
画像に変更表示されるように設定することも可能である。
【００４５】
　このように、この実施の形態では、サムネイル画像を経時的に表示する表示領域を設け
、表示されたサムネイル画像をクリックすることで、停止させたい所望の静止画像を画像
表示部に表示させるので、停止させたい所望の画像をさらに迅速に指定表示することが可
能となる。
【００４６】
　なお、この実施の形態では、画像再生中などに、マウスのカーソルが存在できる位置を
限定することも可能である。すなわち、画像再生中に操作する可能性のあるボタンの領域
、たとえば停止ボタンや早送りボタンなどの領域のみにカーソルが存在および移動できな
いように設定することで、画像の停止操作などを迅速に行えるようにする。
【００４７】
　さらに、この実施の形態では、画像再生中に所定時間、マウスを操作しないアイドリン
グ状態にあると、制御部がマウスのカーソルを自動的に停止ボタン４３の位置に移動する
ように設定することも可能である。この場合には、画像の停止操作などをさらに迅速に行
うことができる。
【００４８】
（実施の形態４）
　図９、図１０は、図２に示した表示部の表示画面の実施の形態４を示す図である。図９
において、この実施の形態では、体腔内画像の再生中に、停止ボタン４３がクリックされ
ると、図１０に示すように、表示制御部５２および画像抽出部５３の制御によって、体腔
内画像表示領域Ａ１内にサムネイル画像を表示する表示領域Ｐｅが表示され、その表示領
域Ｐｅに停止ボタン４３をクリックした位置から、所定枚数過去の画像（実施の形態では
８枚分の過去の画像）をサムネイル表示されるように構成されている。そして、表示され
ているサムネイル画像のうちの所望のサムネイル画像上にカーソルが移動した状態で、マ
ウスの左ボタンがクリックさせた場合には、表示制御部５２は、画像表示部４０ａに表示
される体腔内画像Ｐｂが、そのサムネイル画像に対応した体腔内画像に変更表示されるよ
うに表示制御を行う。
【００４９】
　このように、この実施の形態では、画像停止時にサムネイル画像を経時的に表示する表
示領域を設け、表示されたサムネイル画像をクリックすることで、停止させたい所望の画
像を画像表示部に表示させるので、停止させたい所望の画像をさらに迅速に指定表示する
ことが可能となる。
【００５０】
（実施の形態５）
　図１１は、本発明にかかる画像表示装置を用いた画像表示システムの概略構成の実施の
形態５を示すブロック図である。図１１において、画像表示装置としてのワークステーシ
ョン４は、ＵＳＢハブ６を介して複数の表示制御リモコン６１～６５と接続されている。
この実施の形態では、たとえばカンファレンスを行う医師の一人一人が、この表示制御リ
モコンを持ち、表示部４０の画像表示部４０ａに表示される画像のうち、停止させたい所
望の静止画像が表示されると、各医師がこの表示制御リモコンのストップボタンを操作し
て、表示される体腔内画像を停止させて、該画像の静止画像を表示するものである。なお
、この停止と表示の動作は、上述した実施の形態と同様であるので、ここでは説明を省略
する。
【００５１】
　このように、この実施の形態では、医師の一人一人が表示制御リモコンを持ち、画像表
示装置の表示部に表示された画像の停止をこのリモコンを使用して行うことができるので
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、オペレータによる画像の停止動作よりも、さらに迅速に表示画像の停止を行うことがで
き、これにより表示制御部は停止指示が与えられた所望の画像を表示部の画像表示部に停
止させて、該画像の静止画像を表示させることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明にかかる被検体内情報取得システムの構成概念を示すシステム概念図であ
る。
【図２】本発明にかかる画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示した表示部の表示画面の実施の形態１を示す図である。
【図４】同じく表示部の表示画面の実施の形態１の変化状態を示す図である。
【図５】図３に示した表示部の表示画面の実施の形態１における変形例１を示す図である
。
【図６】図３に示した表示部の表示画面の実施の形態１における変形例２を示す図である
。
【図７】図２に示した表示部の表示画面の実施の形態２を示す図である。
【図８】図２に示した表示部の表示画面の実施の形態３を示す図である。
【図９】図２に示した表示部の表示画面の実施の形態４を示す図である。
【図１０】同じく表示部の表示画面の実施の形態４の変化状態を示す図である。
【図１１】本発明にかかる画像表示装置を用いた画像表示システムの概略構成の実施の形
態５を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５３】
　１　被検体
　２　受信装置
　２ａ　受信ジャケット
　２ｂ　外部装置
　３　カプセル型内視鏡
　４　画像表示装置（ワークステーション）
　５　携帯型記録媒体
　６　ハブ
　２０　入力部
　３０　記憶部
　４０　表示部
　４０ａ　画像表示部
　４０ｂ　時刻表示部
　４１　再生ボタン
　４２　タイムバー
　４３　停止ボタン
　４３　再生ボタン
　４５　縮小メニュー
　４６　オプションボタン
　４７　プルダウンメニュー
　４７ａ　タグ
　５０　制御部
　５１　画像処理部
　５２　表示制御部
　５３　画像抽出部
　６１～６５　表示制御リモコン
　Ａ１　体腔内画像表示領域
　Ａ２　サムネイル画像表示領域
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　Ａ３　識別情報表示領域
　Ｆ１，Ｆ２　フォルダ
　Ｐａ　画像群
　Ｐｂ　体腔内画像
　Ｐｃ　時刻情報
　Ｐｄ，Ｐｅ　サムネイル表示領域
　Ｔａ　テーブル
　Ｗ　ウィンドウ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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